
石
津　

啓
介

都
市
整
備
局
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
長

菅
井　

亜
紀
子

都
市
整
備
局
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
担
当
係

長

　

横
浜
市
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
）

に
基
づ
く
支
援
の
基
本
的
な
流
れ

は
、
①
職
員
に
よ
る
出
前
塾
、
②

地
域
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
登

録
、③
専
門
家（
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
）
の
派
遣
、
④

活
動
費
の
助
成
、
⑤
地
域
ま
ち
づ

く
り
組
織
・
プ
ラ
ン
・
ル
ー
ル
の

認
定
、
⑥
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
ま
ち

の
整
備
へ
の
助
成
（
事
業
助
成
）、

又
は
ル
ー
ル
の
運
用
へ
の
支
援
、

で
あ
る
。

　

地
域
の
検
討
の
機
運
や
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
初
動
期
に
は
主

に
区
役
所
職
員
が
、
検
討
が
進
ん

で
専
門
的
な
検
討
の
段
階
で
は
主

に
都
市
整
備
局
職
員
が
、
地
域
に

寄
り
添
い
方
向
性
を
確
認
し
合
い

し
な
が
ら
、支
援
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
支
援
の
結
果
、
条
例

制
定
以
降
、
平
成
27
年
11
月
14
日

ま
で
の
総
実
績
は
、
②
の
グ
ル
ー

プ
登
録
数
は
２
２
９
団
体
、
⑤
の

認
定
を
受
け
た
地
域
ま
ち
づ
く
り

組
織
は
35
団
体
、
同
プ
ラ
ン
は
18

件
、
同
ル
ー
ル
は
20
件
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
登
録
・
認
定

は
そ
れ
ぞ
れ
に
一
定
の
有
効
期
間

を
設
け
、
地
域
の
希
望
及
び
状
況

に
応
じ
て
更
新
で
き
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
27
年
11
月

14
日
現
在
の
登
録
・
認
定
数
は
、

「
は
じ
め
に
」（
68
ペ
ー
ジ
）
の
と

お
り
で
あ
る
。

1

地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

の
活
用
状
況

　

平
成
26
・
27
年
度
（
27
年
７
月

１
日
現
在
）
の
支
援
地
区
数
は
約

50
地
区
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
ま

た
、
26
・
27
年
度
の
支
援
内
容
と

し
て
、
専
門
家
の
派
遣
は
延
べ
36

地
区
、
活
動
助
成
は
38
地
区
、
地

域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

ま
ち
の
整
備
事
業
へ
の
助
成
は
４

地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

❶
地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り

ア　

認
定
の
概
況　

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、

地
域
住
民
等
が
定
め
る
ま
ち
の
将

来
像
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を

市
が
認
定
し
、
協
働
に
よ
り
そ
の

実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
の
と
お
り
、
こ

の
制
度
が
で
き
て
し
ば
ら
く
は
、

旧
「
い
え
・
み
ち 

ま
ち
改
善
事
業
」

（
現
「
ま
ち
の
不
燃
化
推
進
事

業
」）で
多
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。

地
域
主
体
の
プ
ラ
ン
策
定
が
、
当

該
事
業
に
お
い
て
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
地
域
住
民
と
協
働
で

進
め
る
上
で
有
効
で
あ
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

22
年
度
頃
か
ら
は
、
地
域
主
体

で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を

地
域
内
で
共
有
す
る
た
め
に
、
旧

「
い
え
・
み
ち 
ま
ち
改
善
事
業
」

以
外
で
も
地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
策
定
を
進
め
る
地
区
が
出
て
き

て
お
り
、「
歴
史
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
や
、「
安
全
、
安
心

な
み
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
テ
ー
マ

の
広
が
り
や
、
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま

ち
普
請
事
業
（
以
下
「
ま
ち
普
請
」

と
い
う
）
か
ら
の
活
動
の
展
開
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。

《2》 

地
域
ま
ち
づ
く
り
で
実
現
で
き
た
こ
と

　
　

～
横
浜
市
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ
く
実
績
～

イ　

ま
ち
普
請
を
経
て
地
域
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
の
策
定
へ
（
松
ケ

丘
防
災
に
強
い
町
を
つ
く
る
会
）

　

松
ケ
丘
地
区
（
神
奈
川
区
）
は
、

横
浜
駅
か
ら
北
東
方
向
に
ほ
ど
近

い
高
台
に
位
置
し
、
約
１
，
２
０

０
世
帯
２
，
５
０
０
人
が
住
む
地

区
で
あ
る
。
坂
道
が
多
く
、
地
域

防
災
拠
点
ま
で
は
急
な
坂
の
上
り

下
り
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
23
年

度
か
ら
防
災
隊
の
活
動
要
領
の
作

成
な
ど
、
地
域
の
災
害
対
策
を
検

討
し
た
り
、
自
治
会
館
を
一
時
避

難
場
所
と
す
る
取
組
を
進
め
、
26

年
度
に
は
ま
ち
普
請
を
活
用
し
て

自
治
会
館
に
防
災
の
収
納
庫
を
整

備
し
た
。

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定

の
検
討
に
あ
た
り
、
松
ケ
丘
地
区

で
は
地
域
住
民
で
ま
ち
歩
き
を
行

い
、
危
険
な
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
や

安
全
な
避
難
経
路
を
確
保
す
る
た

め
の
検
討
を
進
め
た
。
ま
た
、
並

行
し
て
災
害
時
の
要
援
護
者
名
簿

の
更
新
や
、
地
域
住
民
の
全
員
参

加
に
よ
る
実
践
的
な
訓
練
へ
の
改

善
・
実
施
な
ど
、
ソ
フ
ト
の
取
組

と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
成
果
も
プ

ラ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
。
今
後
、
策

定
し
た
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た

活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

❷
地
域
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り

ア　

認
定
の
概
況

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
は
、

地
域
住
民
等
が
定
め
る
ま
ち
づ
く

り
協
定
等
の
自
主
ル
ー
ル
を
市
が

認
定
し
、
協
働
に
よ
り
運
用
す
る

も
の
で
あ
る
。
建
築
協
定
や
地
区

計
画
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
内
容

が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
営

業
時
間
、
ゴ
ミ
処
理
、
夜
間
照
明

な
ど
ソ
フ
ト
の
内
容
も
含
め
、
地

特集2

執
筆

地
域
が
ま
ち
を
つ
く
る
。
地
域
と
ま
ち
を
つ
く
る
。　

︱ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
10
年 

︱

73■ 特集2・地域がまちをつくる。地域とまちをつくる。
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区
の
実
状
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

27
年
11
月
14
日
現
在
、
19
地
区

で
策
定
さ
れ
、
う
ち
10
地
区
で
は

用
途
制
限
等
の
担
保
性
を
高
め
る

た
め
、
地
区
計
画
が
併
用
さ
れ
て

い
る
。
内
訳
は
、
住
宅
地
が
４
地

区
、
商
店
街
が
５
地
区
、
工
業
団

地
が
１
地
区
で
あ
る
。

イ　

都
心
部
の
商
店
街
に
お
け
る

事
例（
馬
車
道
商
店
街
協
同
組
合
）

　

馬
車
道
商
店
街
は
、
開
港
当
時

か
ら
栄
え
る
歴
史
あ
る
通
り
に
あ

る
。
赤
レ
ン
ガ
の
歩
道
や
本
物
の

ガ
ス
灯
が
並
び
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

デ
ザ
イ
ン
の
歩
行
者
空
間
の
馬
車

道
モ
ー
ル
を
形
成
し
て
い
る
。
昭

和
50
年
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
工
事
着
手
に
合
わ
せ
て
、
歩
道

の
魅
力
向
上
の
た
め
の
壁
面
後
退

な
ど
を
規
定
し
た
「
馬
車
道
ま
ち

づ
く
り
協
定
」（
以
下
「
協
定
」

と
い
う
）
を
締
結
し
て
以
来
40
年

間
、
商
店
街
が
協
定
を
運
用
し
て

い
る
。

　

平
成
14
年
頃
、
馬
車
道
に
面
す

る
銀
行
跡
地
へ
の
パ
チ
ン
コ
店
の

進
出
を
き
っ
か
け
に
、
ル
ー
ル
の

実
効
性
を
高
め
る
検
討
を
開
始
。

20
年
３
月
に
用
途
と
形
態
意
匠
の

制
限
を
定
め
る
地
区
計
画
を
定
め

た
。

　

一
方
、
横
浜
市
は
昭
和
50
年
に

馬
車
道
地
区
を
建
築
物
等
の
指
導

を
行
う
地
区
（
昭
和
61
年
か
ら
は

「
街
づ
く
り
協
議
地
区
」）
と
し
て

指
定
し
、
地
元
と
協
働
で
協
定
の

趣
旨
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
誘

導
し
て
き
た
が
、
平
成
20
年
４
月

に
馬
車
道
地
区
を
含
む
関
内
地
区

を
景
観
条
例
に
基
づ
く
景
観
協
議

地
区
に
指
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

街
づ
く
り
協
議
指
針
を
廃
止
し

た
。
こ
の
た
め
、
今
後
も
地
元
と

市
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、

同
年
９
月
に
協
定
が
条
例
に
基
づ

く
ル
ー
ル
認
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

2

ま
ち
普
請
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り

❶
２
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
と
整
備
は

伴
走
型
で
支
援　

　

ま
ち
普
請
は
、
市
民
の
自
由
で

豊
か
な
ア
イ
デ
ア
を
市
民
自
ら
実

現
で
き
る
事
業
と
し
て
誕
生
し

た
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
２
回
に

渡
る
公
開
コ
ン
テ
ス
ト
（
ヨ
コ
ハ

マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
部
会
）
で

審
査
す
る
。
１
回
目
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
主
に
整
備
の
目
的
と
ア

イ
デ
ア
及
び
意
欲
に
つ
い
て
、
２

回
目
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
主
に

実
現
性
や
公
共
性
の
高
さ
、
地
域

ま
ち
づ
く
り
へ
の
発
展
性
に
つ
い

て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
部

会
委
員
と
の
議
論
を
経
て
選
考
し

て
い
る
。

　

２
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
当
た
り

市
職
員
が
支
援
を
行
う
。
２
回
目

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

の
専
門
家
に
よ
る
支
援
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
支
援
の
特
徴
は
「
伴
走

型
」
で
あ
る
こ
と
だ
。
主
体
は
あ

く
ま
で
も
提
案
団
体
。
様
々
な
意

見
を
整
理
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

た
り
、
関
係
機
関
と
の
間
に
立
っ

て
「
翻
訳
」
の
機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
で
、
団
体
自
ら
が
よ
り
実
現

性
高
く
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
発

展
す
る
提
案
内
容
に
磨
き
上
げ
て

い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

❷
落
選
し
た
提
案
団
体
へ
の
フ
ォ

ロ
ー　

　

こ
の
事
業
で
懸
念
さ
れ
る
こ
と

に
落
選
に
よ
る
提
案
団
体
の
意
欲

へ
の
影
響
が
あ
る
。
こ
の
た
め
落

選
し
た
団
体
に
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
、
今
後
の
活
動
へ
の
支
援
と

し
て
、
他
に
使
え
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
や
活
動
の
相
談
窓
口
な
ど

を
案
内
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
落
選
し
た
団
体
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
は
、
担
当
職
員
か
ら
の

細
や
か
な
連
絡
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け

た
検
討
活
動
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
、
そ
の
後
の
活
動
に
も
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　

ま
ち
普
請
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
通

過
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
団
体

が
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進

め
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
う
と

い
う
側
面
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

3

顕
彰
事
業
「
横
浜
・
人
・
ま

ち
・
デ
ザ
イ
ン
賞　

地
域
ま

ち
づ
く
り
部
門
」
に
つ
い
て

　

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
目

的
で
、
平
成
11
年
度
か
ら
隔
年
で

「
横
浜
・
人
・
ま
ち
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」

を
３
回
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
地

域
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
検
討

に
伴
う
休
止
を
経
て
、20
年
度（
第

４
回
）
か
ら
再
開
し
、
26
年
度
の

選
考
（
表
彰
式
典
は
27
年
度
開

催
）
で
第
７
回
と
な
っ
た
。

❶
表
彰
の
対
象

　

応
募
は
自
薦
又
は
他
薦
と
し
て

い
る
。
評
価
対
象
は
活
動
内
容
、

表
彰
対
象
は
そ
の
活
動
の
取
組
団

体
と
し
て
お
り
、
応
募
要
件
は
、

①
市
内
に
お
け
る
地
域
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
で
あ
る
団
体
で
あ
る
こ

と
、
②
お
お
む
ね
３
年
以
上
の
取

組
実
績
が
あ
る
こ
と
、
の
２
点
の

み
と
し
て
お
り
、
幅
広
い
内
容
の

応
募
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
特

徴
の
１
つ
は
、
そ
の
活
動
を
支
え

て
い
る
市
民
（
団
体
）
も
表
彰
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
（
第
４
回
以
降
）。

　

選
考
基
準
は
、
①
公
共
性
（
地

域
社
会
へ
の
貢
献
）、
②
積
極
性
、

③
地
域
住
民
等
の
幅
広
い
参
加
や

他
団
体
と
の
連
携
、
④
今
後
の
活

動
の
継
続
性
・
発
展
性
、
⑤
創
意

工
夫
と
し
て
い
る
。
26
年
度
は
、

安
心
・
安
全
に
資
す
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
、
環
境
保
全
活
動
、
市
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
活
動
、
歴
史
や

景
観
の
保
全
、
子
育
て
な
ど
幅
広

い
分
野
か
ら
36
件
の
応
募
が
あ

り
、
こ
の
う
ち
、「
ト
ン
ボ
は
ド

コ
ま
で
飛
ぶ
か
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

や
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
『
四

季
め
ぐ
り
号
』運
行
委
員
会
、「
ふ

る
さ
と
大
道
の
風
景
を
つ
く
る

会
」
な
ど
、
計
６
団
体
が
選
考
さ

れ
た
。

❷
顕
彰
事
業
を
地
域
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
力
に

　

顕
彰
事
業
は
、
横
浜
市
民
ら
し

い
ア
イ
デ
ア
、
工
夫
、
実
行
力
に

よ
る
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

表
彰
し
て
い
る
。
条
例
に
基
づ
く

支
援
を
受
け
て
い
な
い
活
動
が
多

い
が
、「
幅
広
い
ま
ち
づ
く
り
モ

デ
ル
を
表
彰
し
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
広
め
る
事
業
」
と
考
え
て
い

る
。
現
在
は
、
表
彰
さ
れ
た
活
動

に
つ
い
て
市
民
向
け
の
広
報
と
し

て
、
市
庁
舎
及
び
各
区
役
所
を
巡

回
す
る
パ
ネ
ル
展
示
で
の
活
動
紹

介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
表
彰
さ
れ
た
活
動
に

お
け
る
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く

市
民
や
行
政
職
員
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

支
援
者
に
も
周
知
し
、
地
域
ま
ち

づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
に
役
立
て

て
い
き
た
い
。




